
具体的な取組みの内容 学校組織として言葉の力を高める

取組みを通しての子どもの変容

・児童の学習状況を適切に把握し、学校組織として系統性のある学習指導を進める。
・学習活動での子ども同士の対話の中で探究のサイクルの具体化を図る。
・PDCAサイクルに沿って校内研究を展開する。

取組みの概要・ポイント

・教科横断的な学習で生かされる言語能力、情報活用
能力、問題発見・解決能力
・学習の基盤となる言語力

つけたい力

テーマ：言葉で考えや思いを表現できる子の育成 –豊かな言葉の使い手をめざして-
令和５年度
スクール・エンパワーメント推進事業 取組み成果リーフレット

国語の授業づくりモデル小学校
和泉市立国府小学校

１．聴き方・話し方のステップ表

学習過程において「受信→思考→発信」に重きをおき、学びを深
められるようにしている。学校全体で、聴き方・話し方のスキル目標
を明確にし取り組むことで、学級や担任が変わっても学び方が変わ
らず、年々子どもたちにスキルを積み上げることができている。

２．ノート名人

ノートの書き方や思考の整理の仕方について

着目し、コメントを記入して廊下に掲示する。

【１年生】
叙述をもとに考え
を記述している。

机を薔薇型にして
考えを交流
（全学級で実施）

校内研究におけるPDCAサイクル
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【６年生】
矢印などを使って思考
を整理している。

子どもの姿から授業の在り方を考え、指導観の共有を図る。

具体の手立てを全学級で実践し、取組みの効果について検
証する。

研究事例から、学校全体の
成果と課題を考える。

各学年で手立ての具体を検討

各学年での授業実践

実践交流・検証

事前検討、事前授業の実施

子ども新聞の記事を視写する。

インプットを通して適切な句読点
の打ち方、文末の書き方の工夫
などを学ぶ。

新聞視写ワーク

学び方スキルの向上

書く力を高める取組み

子
ど
も
の
姿
か
ら
、
教
員
み
ん
な
で

考
え
る
。
み
ん
な
で
実
践
す
る
。

（児童アンケートより）
・「話のつながりを意識し、大事なことを考えて読んだり聞いたりしている」において肯定的回答が79.0%(4月)→86.5%(12月)となり、学び方の向上が見られた。
・「授業では、課題の解決に向けて自分で考え自分から取り組んでいたと思う」において肯定的回答が80%(4月)→85%（12月）となり、主体的に学習に取り組む力の向上が見られた。
・「授業では、課題解決に向けて、複数の資料・情報を関連付けて考え、記述する活動を行っていたと思う」において肯定的回答が81%(4月)→83%(12月)となり、情報を比較・関連付けな
がら自分の考えをまとめようとする児童が増えた。今後も、目的に応じて情報を整理・分析し、自分の考えを形成につなげることができる学習過程を大切にしていく。

取組み資料


